
 

 

 

 
 

 

 

 

何のために学ぶのか？ 
～「非認知能力」の育成～ 

校 長  吉 川  彦  

 

いよいよ７月、夏空がひときわまぶしく感じられる季節となりました。１学期も残すところ 

 ３週間ほどになり、これまでの総まとめを行う時期を迎えています。諺にもあるとおり、矢の 

ように過ぎた３ヶ月でしたが、子供たちの確かな成長を感じることができました。特に６月は 

体育祭や３学年修学旅行など大きな行事が実施され、東中生徒の魅力が存分に発揮されました。 

体育祭は、台風の影響で順延になり平日開催となりましたが、多くの保護者の皆様に御来校 

 いただき、熱い声援を賜りましたことに改めて感謝を申し上げます。各学年単学級、学年対抗 

による体育祭は私自身初めての経験であり、心の中では「本当に盛り上がるのだろうか？」と 

心配していましたが、全ての生徒が「やり抜く力（GRIT）」を十分に発揮し、各競技で白熱し 

た戦いを見せてくれました。下級生が上級生に勝利して歓喜にわく場面、音楽部（顧問と生徒）

による魂を込めた演奏、その演奏を全力で応援する生徒、そして最後は、勝敗に関係なくお互 

いを讃え合う生徒と教師の姿を拝見し、とても清々しく温かい気持ちになりました。スローガ 

ンの「雲外蒼天」（試練や困難を乗り越えた先には、明るい未来が広がっている。）を実現した 

感動的な体育祭となりました。 

奈良・京都を訪れた修学旅行は、まさに３年生の魅力満載の３日間でした。生徒たちの仲間 

を思う気持ちやさりげない気遣い、現地の人々への礼儀正しく丁寧な接し方や立ち振る舞いな 

ど、挙げればきりがないほど、生徒一人一人の豊かな人間性が様々な場面でうかがえました。 

実際に、同行した旅行会社の方やカメラマンさん、お世話になった旅館の皆さんやバスガイド 

さんなど、多くの方々から東中生徒の人としての素晴らしさに感銘を受けたと賞賛の言葉をい 

ただき、とても嬉しく誇りに思いました。そして何よりも、これまで培ってきた３学年生徒と 

教師の揺るぎない信頼関係と修学旅行の成功に向けた熱意に心を動かされました。 
 

さて、学力や知能指数（IQ）など、テストや検査等によって数値で示すことが可能な能力を 

「認知能力」、一方、物事に対する考え方や取り組む姿勢、行動など、日常生活において重要な 

影響を及ぼす、数値化できない能力は「非認知能力」といわれています。体育祭や修学旅行で 

東中生徒が発揮した、やり抜く力、思いやり、協調性、社会性、コミュニケーション力など、 

いわゆる「人間力」といわれるものは、まさに非認知能力であるといえます。そして、認知能 

力と非認知能力は相互に関連しており、非認知能力が高いと認知能力（学力）も上がるという 

研究結果もあります。 

話は変わりますが、江戸時代には「教養があるというのは、人の気持ちを分かることだ」と 

いう考え方があったそうです。たくさんのことを学べば、より多くの人の気持ちが分かり共感 

できる可能性が高まります。その結果、人々から信頼を得て仕事を任され、リーダーシップを 

発揮することになり、最終的に地位やお金もついてくるというものです。つまり、学ぶ理由は 

「人の気持ちを分かるため」、あるいは「幸せに生きるため」とも考えられます。私はこの考 

え方にとても共感を覚えます。そして、現代においても不易であると信じます。 

今後も、生徒と教師の信頼関係を基盤とした教育活動を充実させ、東中生徒のよさをさらに 

引き出しながら、変化の激しい社会を生き抜く力の育成に全力で取り組んでまいります。 

  杉戸東中だより『ふなと』 
学校教育目標「自学・友愛・鍛錬」 

                                   令和５年７月３日 



【東中ならではの体育祭】 

 ６月６日(火)、体育祭が開催されました。本校の体育祭は、 

学年対抗で行うことが特徴です。後輩は先輩に挑み、先輩は後 

輩に負けるわけにいかないと真剣に競技に臨みます。結果は見 

事、３年生の優勝でしたが、実際に団体種目や個人種目では、 

後輩が先輩に勝つ場面がありました。真剣に競技に取り組む中 

で、クラスはどのように成長したでしょうか。また、練習や本 

番で、クラスメイトのよさに気づくことができたでしょうか。 

みなさんの周りにいるのは、自分とは異なる存在です。だから 

こそ、その人のよさを理解し、共に成長していけるクラスをつ 

くりあげましょう。 

保護者の皆様、平日にもかかわらず、ご来校いただき、あり 

がとうございました。開閉会式や競技中、集合写真撮影時の様 

子・雰囲気はいかがでしたか。よろしければ、２学期の和泉祭 

も、ぜひお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

【「普段」を評価された修学旅行】 

 ６月１３日(火)～１５日(木)、３年生の修学旅行でした。京 

都と奈良での活動は、実際に古都の雰囲気を感じたり、現地の 

方とふれあったりできる特別な学びの場です。きちんと事前学 

習や班行動の計画をたてたことで有意義な時間を過ごすことが 

できました。また、修学旅行中、多くの方が、３年生の「人に 

接する際の態度や姿勢」について褒めてくださいました。これ 

は、旅行中の３日間だけでなく、普段の取組についての評価で 

す。３年生は、この評価に自信を持ち、あらためて普段の生活 

を大事にしましょう。 

 

【杉戸町の未来の担い手を育てるために】 

            ６月１９日(月)、第１回学校運営協議会が開かれ、委員の方に委嘱状をお渡し 

しました。この会議は、学校と保護者・地域が一体となって、生徒一人一人の成 

長、さらにはよりよい学校となっていくためにご意見、ご協力いただきながら、 

東中学校の教育活動の質を向上させるものです。現在、東中学校は、学校教育目 

標「自学 友愛 鍛錬」のもと、生徒が自分たちの手で『とてもよい学校』をつ 

くりあげようと様々な取組を行っています。また、本校は、学校の中だけでなく 

地域や社会において活躍できる人材を育成したいと考えています。地域の皆様、 

今後とも杉戸町の未来の担い手の育成にご協力ください。よろしくお願いいたし 

ます。 

 

【自分たちの よさ って何だろう】 

 ６月２３日(金)、杉戸町教育委員会の先生方が、東中学校の 

授業の様子を参観されました。真剣に学習課題に取り組む姿や 

クラスメイトと協働して学びを深めようとする姿にお褒めの言 

葉をいただきました。３年生の修学旅行と同様に、きっとこれ 

は普段のみなさんの取組に対する評価です。ところで、みなさ 

んは、自分たちの よさ は何だと思いますか。もちろん「思い 

やりがある」や「素直」ということは魅力の一つですが、みな 

さんが気づかないみなさんの魅力は、楽しく学ぶことができる 

力です。これは東中学校の よさ であり、これからも大事にし 

ていってください。先生たちもみなさんを支えられるよう頑張 

ります。これからも、楽しく学ぶ東中学校でいましょう。 

 
<７月の行事予定> 
３(月)期末テスト１日目 
４(火)期末テスト２日目 
５(水)表彰朝会、専門委員会 
６(木)スクールカウンセラー来校 

１２(水)生徒朝会、中央委員会 
１７(月)海の日 
１８(火)１学期給食最終日 
１９(水)大掃除、ふれあいデー 
２０(木)終業式 
２１(金)夏季休業日(～8/27) 
      三者面談期間(～7/28) 
 

 
<８月の行事予定> 
２８(月)始業式 
２９(火)給食開始 
３０(水)専門委員会 
３１(木)２年生 社会体験チャレンジ学習 
    スクールカウンセラー来校 
※９月１日(金)２年生 社会体験チャレンジ学習 

 

・部活動終了時刻 １７：４５ 

・完全下校時刻  １８：００ 


